










観音山古墳の横穴式石室は，上毛野地域で 5 世紀末葉～6 世紀初頭から始まる横穴式石室の変遷過程の中
にあって，断絶性・異質性が顕著である。6 世紀第 2 四半期の榛名山噴火で噴出した角閃石安山岩を主要石






当地域中 ･ 西部の首長層であった。保渡田古墳群形成の端緒となった井出二子山古墳の副葬品には，加耶 ･
新羅系の最先端の品々が豊富である。
















































前橋市に所在する 6 世紀初頭の大型前方後円墳 ･ 前二子古墳（墳丘長 94ｍ）の横穴式石室は，
当地域の初現期に属するものである。その横穴式石室の構造的特徴を検討していくと，柳沢一男氏





















古墳（前方後円墳，4 世紀後半）があり，中期の前方後円墳として普賢寺東古墳（4 世紀末～5 世
紀初），岩鼻二子山古墳（5 世紀前半），不動山古墳（5 世紀前半），若宮八幡北古墳（帆立貝式，5
世紀後半）等がある。また，井野川との合流点から烏川を上流へ約 5km 行くと，倉賀野 ･ 佐野古







墳丘裾部での規模は，墳丘長 97.24m，前方部前幅 63.1m，後円部径 61m で，高さは前方部 9.1m，
後円部 9.44m である。周壕は二重になっており，内壕は幅約 20～30m の盾形を呈し，それを幅約















同奥幅 3.85m，同前幅 3.11m，同高さ奥寄りで 2.30m，前寄りで 1.90m，羨道長 4.46m，同奥幅 2.58m，


















る。ちなみに，6 世紀第 2 四半期～中葉の所産と推定される榛東村高塚古墳（前方後円墳，墳丘長




































































長約 130cm の大型品であるのに対し，新羅系の銅製三累環頭大刀は，復原長 80cm 強の実用的な





















































































口方向 主な副葬品，その他全長 玄室長 同奧幅 同前幅 同奧高 羨道長 同奥幅 同前幅 同奧高
塩原塚 前橋市田口町  円
（14）
599 315 210 201 284 125 S70W 鉄直刀2･小刀1･鏃，馬具（轡･鐙･
辻金具･飾金具），金銅環16
上庄司原2号 前橋市富士見町横室  円
（28）





（940）（688） 340 （260） - （188） 185 - S15W 頭椎大刀，鈴釧，須恵器
不二山 前橋市文京町 前方後円
（50）






830 560 380 - - - - - - -
長山 前橋市朝倉町　　 前方後円
（77）
- - - - - - - - -
大屋敷 前橋市後閑町 前方後円
（81）
- - - - - - - - -
山王金冠塚 前橋市山王町 前方後円
（52.5）







- - - - - - - - - 破壊が著しかったが，角閃石安山
岩削石使用を確認
御富士山4号 伊勢崎市安堀町 円? （484） 430 229 212 - （60） - - S30W
清音1号 伊勢崎市茂呂町 円
（20）


















































































































属する直径 24m の二段築成の円墳 1 号墳は，阿弥陀古墳と共通し，一回り小さい石室を実現して
いた。









で確認した結果，後円部径約 50m の数値が得られ，墳丘長も 86.5m と復元された。また，墳丘該
当地から 5 面削りの角閃石安山岩が確認されており，墳形 ･ 規模とも併せ，角閃石安山岩削石積石
室であった可能性が非常に強くなった。なお，本墳から出土した馬形埴輪は，高さ約 150cm に復
元される最大級の大型品で，観音山古墳の馬形埴輪に匹敵するものである。
小泉大塚越 3号墳  　現在の烏川と利根川に挟まれた玉村町芝根に所在する墳丘長 46m の二段築
成の前方後円墳である。主体部の角閃石安山岩削石積石室は，壁体の下半部のみの遺存であったが，









部の規模 ･ 形状，円筒埴輪が 5 段構成であること等から，墳丘長約 50m の前方後円墳の可能性が
非常に強い。墳丘 ･ 石室は天明 3 年（1783）の浅間山噴火で現利根川を流下した土石流により著し
く破壊を受けていたが，石室根石部分がかろうじて遺存していた。石室規模は，全長 8.80m，玄室
























る［秋池 2000］。最も上流に位置するのが，右岸の総社二子山古墳と対岸の塩原塚・上庄司原 2 号























西約 2.3km の烏川左岸に展開する総数約 160 基からなる倉賀野東古墳群中の倉賀野町 185 号墳か




同じ倉賀野東古墳群の観音山と同時期の円墳 ･ 倉賀野町 74 号墳（調査古墳番号：3 号墳）から半














































全長 9.42m，玄室長 4.82m，同奥幅 2.65m，高さ奥部で 2.20m，羨道長 4.31m，同奥幅 1.58m である。
羨道と玄室で石室全長をほぼ折半している。本石室の最も顕著な特徴として，壁石使用石材のさら





Ⅳ段階・巨石巨室横穴式石室の成立　　Ⅳ段階は，6 世紀末葉ないし 7 世紀初頭を中心とした時期
である。高崎市の観音塚古墳が代表的であり，巨石巨室構造の横穴式石室成立の段階である。石室















羨道等とし，慶尚南道固城松鶴洞 1B 号墳 1 号石室，同泗川船津里古墳石室とともに ｢長鼓峯類型
｣ として区分した。その上で，当類型の諸要素には，九州系石室の構造的特徴が反映しているもの
















これらの先行研究を踏まえても，筆者は固城松鶴洞 1B 号墳 1 号石室と前二子古墳石室の関係は
深く，直接に近いものであったのではないかと考えている。細長方形の玄室平面，玄門柱石，玄
門部分の板石閉塞，羨道から玄室にかけての天井面の連続，壁面赤色顔料塗彩等に加えて，松鶴洞
1B 号墳 1 号石室で床面を除去すると全体に現れてくる板石を敷き詰めた基礎床構造は前二子古墳
で確認されている板石敷き構造に通じるものである。前二子古墳の場合，これを使用時の床面と考
えがちだが，明治年間の発掘時に床面下まできれいにさらったために，基礎面の板石敷きが露出し






石閉塞が推定される），等々である。松鶴洞 1B 号墳 1 号石室に在地的な要素が認められるとしても，




























内容を備えており，共通した設計企画 ･ 構築原理に基づいていることが考えられる。宜寧中洞里 4
号墳に加えて，固城内山里 34･60･64 号墳，固城蓮塘里 18･20 号墳，晋州水精峯 2･3 号墳，咸安道
項里 4･5 号墳等が主なものとして挙げられる。これらについては，出土遺物等の検討も踏まえ，6















した ｢移植型｣ 石室として整理している［柳沢 2006］。
これらの中で，観音山古墳石室との関係性が推測されるのは，中洞里 4 号墳型石室である。
中洞里 4号墳型石室をめぐって　　中洞里 4 号墳は，慶尚南道宜寧郡の南江右岸に所在する中洞里
古墳群に属している。直径は，南北で約 13.1m，高さ約 2.5m の円墳で，石室は南に開口する半地
下式の構造を取っている。外からは，羨道前に 1.85 × 1.34m の楕円形状に穿たれた墓道状構造か
ら約 1m 下り込むように入室する。この墓道状構造を中心に取り込むような関係で，石室入口部の
左右幅約 3m でハの字形を呈する前庭状構造が認められる。






































方，5 世紀第 3 四半期の井出二子山古墳の主体部から出土したおびただしい量の副葬品残片からは，
ｆ字形鏡板 ･ 剣菱形杏葉をはじめとする金銅製品が確認され，加耶との関係性の深さが指摘されて
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The Watanuki Kannonyama Mound and the Korean Peninsula
MIGISHIMA Kazuo
The Watanuki Kannonyama Tumulus in Takasaki City, Gunma Prefecture, well-known throughout 
the country, is a keyhole-shaped tumulus typical of the Kanto region during the second half of the 
sixth century. Since 1968, a series of excavations have revealed abundant, well-preserved luxurious 
burial treasures in the horizontal stone chamber in the rear circle. The contents suggest a strong 
relationship with the Korean Peninsula (especially, with the Baekje, Silla, and Gaya regions in the 
south), and they are an excellent group of artifacts that could have only been created by highly skilled 
artisans . We can imagine a deep connection between the tumulus and the people of the Korean 
Peninsula involved with it.
There has been a great deal of interest in the burial treasure found in the stone chamber. However, 
there have not been many opportunities to examine the genealogical aspects of the stone chamber 
and the background of the construction since the research has not gone beyond the identification of 
the chamber’s structural features. In this paper, I have placed these issues as the central subject.
The horizontal stone chamber of the Kannonyama Mound is from the transitional period 
of horizontal stone chambers starting around the late fifth century/early sixth century in the 
Kamitsukeno region, and it is notable for its heterogeneous and unique features. Its main construction 
material is hornblende andesite, erupted from the Haruna volcano in the second quarter of the sixth 
century , and it has been called a “hornblende andesite stone chamber masonry laid with cur rocks” 
(Ozaki, 1966; Migishima, 1993). The stone chamber is not limited to the Kannonyama Mound; we can 
also find numerous stone chambers in the chief tumuli in the surrounding areas. Moreover, we can 
see remarkable evidence of the colors of the Korean Peninsula in the burial treasure of each tumulus. 
One example is the Sanno Gold Crown Tumulus in Maebashi City from which a Sillan-made gold-
copper crown was excavated. We can assume that there is a strong connection among these tumuli 
around the Kannonyama Mound.
The direct relationship between the Kamitsukeno region and the Korean Peninsula dates back to 
the fifth century (Gunma Prefectural Museum of History, 2017). It is known that many foreigners were 
welcomed in the region , and they were involved in activities such as organized horse breeding. The 
hosts were the chieftains of the central and western part of the region. There are many artifacts made 
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with the leading technologies from Gaya and Silla among the burial treasure of the Ide Futagoyama (or 
twin peaks) Mound, which became the beginning of the formation of a group of the Baekje mounds.
Moreover, there is evidence of a direct relationship between the horizontal stone chamber of the 
Maefutago Mound in Maebashi City and the stone chamber no. 1 of the Goseong-gun Songhak-dong 
1 B in western Gaya. Such a relationship between the two regions is significant.  When taking into 
account the archaeological and historical circumstances surrounding the Kannonyama Mound, we can 
see a strong affinity between its horizontal stone chamber and those in the southwest Gaya region. It 
is possible to explore the background of the establishment of the relationship from its connection with 
the south of the Peninsula concerning the various elements that form the Kannonyama Mound.
Key words: Kamitsukeno region, Korean Peninsula, Watanuki Kannonyama Mound, Korean-type 
burial treasure, hornblende andesite stone chamber masonry laid with cur rocks, old Tosando routes, 
Western Gaya
観音山古墳墳丘を南西から望む 玄室奥を望む
金銅製歩揺付飾金具
銅製三累環頭大刀
玄室から羨道を望む羨道から玄室にかけての左側壁
鉄製突起付冑
金銅製心葉形透彫杏葉
図9　観音山古墳の墳丘・石室と副葬品
不二山古墳　金銅製透彫冠片
山王金冠塚古墳　金銅冠
小泉長塚１号墳　金銅単鳳環頭大刀
不二山古墳の横穴式石室　羨道入口から奥を望む
小泉大塚越３号墳　出字式冠が推定される金銅片
小泉長塚１号墳　金銅冠が推定される透彫破片X線写真
図10　角閃石安山岩削石積石室の石室と副葬品
